
「「おかげさま」は、「おはずかしい私」の実感」

●「おかげさま」が実感できる？

「『おかげさま』が実感できるのは、おばあちゃんが多い」という話がありま
す。
　元・大手新聞社の記者でもあった善巧寺・雪山隆弘住職（1940～90）の
『続々･お茶の間説法』（百華苑、1983年）には次のように示されます。

「ある学者の調査で、お寺参りは圧倒的に女性、それもおばあちゃんが多
い。
　おばあちゃんは『おかげさま』が実感できる。つまり、ありがたみが分か
り、感謝の心を持った人はおばあちゃんということになる。
　それは何故かと辿り、最後に小学生を調査したところ、感謝の心を持った
子は圧倒的に女子に多い。数千人の子を対象に生活実態調査をすると、
ありがたみの分かる子は、ほとんどが家庭内でお手伝いをよくしていると
いう。
　もちろん、男子もしているけれど、郵便受けに新聞を取りにいく程度。
　女子は母親のそばで洗い物、掃除、洗濯物の取り入れなどしている。する
と自然にありがたみが分かる。
　コップに手を触れると輝いている、『私はなかなか綺麗にならないけれ
ど、お母さん上手だな』とか、タンスを開けると下着などキチンと並んで
いる、『お手伝いした時うまく畳めなかったけれど、お母さんうまいな』と
なるそうです。」（抄出）

　お手伝いという立場を体験をしていないと、このうまくできないな、「おはず
かしいな」がなかなか分からず、当たり前と感じてしまうようです。
　もちろん、これは男女の役割分担などを決めつけようなどという思いでは
なく、性別を問わず、自分自身が何かをすることで、できていないことを実感
することの深さを語るものです。

●どこに身をおくか

　評論家の佐高信氏は『不敵のジャーナリスト　筑紫哲也の流儀と思想』（集
英社新書、2014年）に、筑紫氏が亡くなり、その「不在」を残念に思う人がい
る一方で、安心している人がいるといいます。廃刊した「朝日ジャーナル」の編
集長時代から、私は筑紫氏に惹かれてきました。そのジャーナリスト人生は、
次の「三本の軸」で貫かれていたと佐高氏はいいます。

　　「少数派の立場に立ち続けた」こと。
　　「沖縄への思い入れを持ち続けた」こと。
　　「護憲の立場を崩さなかった」こと。

　その「少数派の立場に立ち続けた」拠り所を、筑紫本人が『旅の途中　巡り
合った人々』（朝日新聞出版、2005年）で、沖縄タイムスの創立者の一人、豊
平良顯の次の言葉を引用しているところにうかがい知ることができます。

「一方に圧倒的な権力を持つ統治者がいて、他方に基本的な権利を奪わ
れている被統治者がいる。その双方の言い分を平等に並べて伝えること
のどこが公正なのか。
　圧倒的に弱い側の立場に新聞が立つことが、この不均衡を少しでも改め
ることに役立てば、それが公正というものではないか」

　私はアーユス仏教国際協力ネットワークに関わりを持ち、世界で活躍する
日本のNGOの活動を少しでも知り実感することができました。それにより、弱
者の立場の状況や、そうした状況を生む政治や社会情況を教えられました。本
願寺のジッポウというNGOも私には多くのことを教えてくれます。
　同じ、アーユスに関わる、ある理事さんが、「なぜ、NGO活動をされるのです
か」という問いかけに、「私が、様々な国々や、人々から、搾取しているという事
実があるからです」と答えましたが、まさに、私の思うところを言い当ててくれ
たと思いました。
　しかしそのような行動をしたり、そのようなことを言うのは、安心できない、
不都合なことと思う立場もあるかもしれません。

●「型を破る」

　型を破るということと、それになかなか気づけない自分を反省することの大
切さを心理学者の河合隼雄さんの『物語とたましい』（平凡社、2021年）に
学びました。
　手に負えないツッパリグループがいる中学で、校長はじめ教員たちの努力
により、子どもたちも変化して、めでたく卒業を迎える学年末でした。職員会
議の最中、突然、校内放送で「蛍の光」が放送されます。またイタズラかと教員
一同が窓から放送室を見ると、そのタイミングに垂れ幕がスルスルと下がり、
「先生たち、どうも有難うございました」という感謝の言葉に、先生たちも顔を
見合わせて微笑み合ったといいます。
　さらに逸話は続きます。校長は、「『生徒も楽しいことやってくれるわ。僕らも
会議を中止して彼らに手をふってやろう』と思ったのは会議が終わるころだっ
た、とっさの時、型を破って行動するのは難しいです」と言われたそうです。
　河合さんは、ツッパリたちの気の利いたお礼の仕方もさりながら、それに
サッと応えられなかったことを反省される校長先生もすごい、とらわれない行
動で周りの人々の嬉しさ楽しさはふくらむだろうと指摘します。さらに、型を
破って自由に行動するには、日々の生活で修練をすることでだいぶ上手にな
るのではないかと言われます。
　私は、今の自分の姿の至らなさに本当に気づくところに身を置くことの大
切さを思いました。

●気づかないことを知らされる～お育て

　今まで気づかなかったこと、なっていない私の姿や社会の現実に気づける
ことができるようになることはありがたいことだと思います。しかし、そうした
気づきは、日常の生活の中ではなかなか生まれません。今までに出遇ったこと
のない生き方、教えに出遇うことで、初めて恵まれるということを遙か昔、お釈
迦さまは見出されました。
　それが仏法（四諦八正道）として最初の説法にお示しですが、私たち在家の
者に分かりやすく説かれたのが浄土の教え、お念仏の教えだと親鸞聖人はお
示しです。
　みんなが、「お手伝い」できるとも限りません、また、意識あるジャーナリスト
の立場に身を置くこともできません。
　しかし、お念仏ならば、誰でも、実践可能です。親鸞聖人は、「ねてもさめて
もへだてなく　南無阿弥陀仏をとのうべし」『和讃』と念仏を生活習慣として
おすすめくださっています。「人は育てる側によって育つ、仏教ではこれをお
育てという」と雪山隆弘住職は教えてくれます。この実践で「智慧の念仏」の
心は育てられます。私も大切にしたいと思います。

『正像末和讃』（54）『註釈版聖典』609頁
同（32）（35）『註釈版聖典』605～6頁

合掌
万行寺第十八世住職　釋靜芳（本多 靜芳）

※ご縁のあったあなた！　第一水曜午後四時から六時の法話会｢ナムの会｣で
『親鸞様・御和讃』を、偶数月第三水曜午後六時半から八時半の「聖典勉強会」
で『親鸞様・御手紙』を学びにいらっしゃいませんか？　お待ちしてます（会費
はいずれも資料・茶菓代として千円です）。
「ナムの会」は一月と十二月は休会します。
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